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（１）平成２８年度林業普及活動トピックス 

① 主伐促進に向けての取り組みと課題 

「もうかる林業」の実現のためには、担い手の育成、県産材の利用促進、需要拡大などとあわせ、素材生

産量の増大や木材の安定供給体制を構築し、林業の活性化を図る必要がある。 

林業が活性化することで、若者や U・Ｉ ターン者などの働く場を創出し、山村地域のコミュニティーの

活性化も期待できる。 

「みえ県民力ビジョン」では林業活性化の為、県産材（スギ・ヒノキ）の素材生産量を、現状値の 315 千

㎥（平成 26 年度）から、目標値 426 千㎥（平成 31年度）とすることを県民指標として掲げている。 

この県民指標を達成するためには、従来の間伐中心の素材生産だけでは困難であることから、条件が許す

限り主伐を促進することとしている。 

 

このためこの１年、主に川上側に対して主伐を促進するための様々な取組を行ってきた。 

 

【取り組み】の一例 

＜意識改革＞ 森林所有者への働きかけ、事業体・市町職員への働きかけ、情報共有 

＜機械の普及＞ 各種機械研修の開催 

＜再造林の推進＞ 低コスト造林事業の PR等 

＜苗木の普及＞ コンテナン苗の植栽試験、生育状況調査等 

＜伐植一貫施業の推進＞ 伐採事業者・森林組合への働きかけ 

＜自伐支援＞ 研修会の開催 

 

しかし、直ちに成果に結びつくものは少なく、また、それぞれの課題も見つかってきた。 

 

【課題】の一例 

＜意識改革＞ 皆伐再造林の実績データが乏しいため、実際の収支を交えての説明が出来なかった。 

＜機械の普及＞ 機械の導入に伴い、メンテナンス経費が増大している。 

＜再造林の推進＞ 低コスト造林事業予算の縮小、獣害による影響 

＜伐植一貫施業の推進＞ 費用分担の整理やスケジュール調整等に労力が掛かることがわかってきた。 

＜自伐支援＞ 予算が縮小する中、コンスタントに研修会を開催する為には直営で研修会を開催する必要

があるが、普及員の技術力が不足している。 

 

 これらの課題を解決するため、今後は以下の取組を重点的に行っていきたい。 

 

【今後の取組】の一例 

＜意識改革＞ 皆伐再造林の実績データを収集し、どういった場合に採算が取れるのかを具体に説明でき

るようにする。  

＜機械等の普及＞ 生産システムを踏まえたコストシミュレーションの実施と提供、メンテナンス講習会

の継続開催、等 

＜再造林の課題＞ 優良事例の情報提供、獣害対策に対する知識・情報の提供 

＜伐植一貫施業＞ 林業研究所と連携したコスト分析を実施し、その結果を一貫施業を検討する際の材料

としてもらうよう情報提供を行う。 

＜自伐支援＞ 普及員自らが講師となって研修会を開催できるよう、技術習得を目指す。 
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② 林業担い手育成の取り組み ～みえ森林・林業アカデミー（仮称）の開講に向けて～ 

○森林・林業を取り巻く状況と林業人材 

県内の人工造林地では、多くの森林資源が伐採可能期に達しているが、木材価格の低迷等により林業が停

滞し、豊かな森林資源が十分に活用されていない状況にある。一方、木質バイオマス発電所の稼働や合板工

場の進出決定など、県内における木材需要の増大が見込まれ、森林が多くを占める中山間地域では、働く場

を創出する重要な産業となりうる林業に対する期待が高まっている。 

これらの木材需要に応えるとともに、林業を核として中山間地域を活性化していくためには、安全かつ効

率的な木材生産を担う人材のほか、森林の持つ公益的機能を高度に発揮しながら持続的に木材生産を行える

森林管理を担う人材、さらには地域資源を生かした新たな地域ビジネス創出など、多様な森林・林業経営を

担う人材が必要となっている。 

県では、これからの中山間地域を担う林業人材を育成するための機関「みえ森林・林業アカデミー（仮称）」

の平成３０年度開講を目指して検討を進めている。 

○林業担い手育成に関わる林業普及指導員の取り組み 

人材育成研修の実施手法の検討やニーズ把握を目的として、新たな活動（新）に取り組むとともに、既存

の活動（既）においても、人材育成機関の設置に向けた課題の把握という視点で取り組んだ。 

１．若手現場技能者の意見交換会（新） 

津・松阪・伊勢の３事務所の林業普及指導員が管内の枠を超え、若手現場技能者の意見交換会を開催した。

この意見交換会では、林業の担い手として重要な役割を担うことが期待される若手現場技能者たちが、他組

織の人たちと互いに学びあうことで、自らの行動に変化を起こすことを期待した。 

参加者からは、他の事業体の取り組みがわかって良かった、危険について改めて認識することができた等、

こういった意見交換の場を歓迎する意見が多く、一定の成果があったと考えられる。 

一方で、ワークショップ形式での会議の進行については、林業普及指導員の技術を向上させることが課題

としてあげられる。また、参加者のその後のフォローも必要と考えている。 

２．林業講座「もりびと塾」（新） 

未就業者が森林・林業の基礎知識や技術を学び、林業への就業を目指すことを目的とした＜林業体験コー

ス＞と、既就業者が森林・林業に関するより深い知識や起業・地域づくりなどの新たな視点を学び、地域の

指導者としてステップアップすることを目的とした＜林業リーダー育成コース＞の２コースを開講した。 

林業体験コースでは、林業会社への就職や自ら起業する受講生が出るなどの成果があった。林業リーダー

育成コースでは自身の考え方に影響があったと回答する受講生が多く、地域での研修会を開催するなど新た

な行動を起こす受講生も生まれた。 

受講生の確保、魅力ある講師選定、研修の手法、開催時期や期間の検討等、多くの課題がある。 

１． 高校生林業職場体験研修（既） 

研修を受講した高校生に対し、林業講座「もりびと塾」等に関するアンケート調査を実施した。次代の担

い手となる高校生を林業への就業へとつなげるためには、講座の会場や日程を検討し、受講しやすくするこ

とで、林業職場の魅力を伝えていく必要がある。 

２． みえチェンソー技術競技大会（既） 

林業普及指導員が大会の企画会議や競技審判などを支援し、大会当日は、多くの来場者に現場技術の魅力

を発信することができた。ただ、今年度は林業死亡労働災害多発警報が発令されたことからも、林業現場で

の安全確保は喫緊の課題であり、この大会も「安全作業」のための技術競技大会という意識付けを徹底する

必要がある。 

３． フォレストワーカー研修（既） 

林業普及指導員が研修の講師を務めた。現場と知識の両方を身につけた技術者を目指すものであるが、受

講生の知識に差がある中での講義の進め方や、研修効果の検証が今後の課題としてあげられる。 

４． 豊かな森と地域を担う人づくり検討会 

地域の林業・木材事業者や県内外の学識経験者等で構成する検討会を開催し、森林・林業のあるべき姿や、

その実現に必要となる人材像等を定めた「三重県林業人材育成方針」を策定した。 

 

 



- 4 - 

③ 自伐林家等の意欲向上に向けた取り組み ～木の駅プロジェクト等による未利用間伐材の利用促進～ 

森林の適切な管理や素材生産量の増加などを図るため、森林組合などによる集約化施業、路網整備や機械

化の推進等と並行して、担い手の確保、山村地域の活性化や生活基盤の整備などの観点から、森林所有者等

による自伐型林業を促進していく必要がある。 

自伐型林業を進めていくためには、森林の現状把握、木材の評価に関する知識や伐採・搬出等の技術の向

上を図っていく必要があり、これらに対応するため、各地で研修会の開催等による活動を行った。 

 

◆研修会等の開催 

【概要】 

・「森の健康診断」手法の習得に関する研修（1回、参加者 12 名） 

・木材の経済価値の評価方法の習得に関する研修（1回、参加者 10 名） 

・チェーンソーのメンテナンス、伐採、造材や搬出に関する研修（9回、参加者 104 人） 

・自伐型林業に関する講演会（1 回、41 人） 

合計 12 回の研修会等を開催し、述べ 167 人の森林所有者等が参加した。 

これらの研修会は、林業普及指導員が企画立案し、直営や委託などにより実施した。 

【アンケート結果の概要】 

・参加者の年齢構成は、3/4 が 50 代以上であった 

・自伐林業の実践は、「実践していない」が最も多く約半数であった 

・森林整備等の意欲は、「とても向上した」が約 40%、「ある程度向上した」が約 45%、合わせて約 85%の

参加者で意欲が向上した 

 

こうした活動により、自伐林家等の意欲向上が図られたほか、林業研究グループへ自伐型林業グループへ

の転換の働きかけによる機運の高まりや自伐林家等がより活動しやすくなるよう搬出機材の整備を市町へ働

きかけし、ポータブルウインチなどが導入された。 

また、自伐林家等の意欲向上の継続には、収入が気軽に得られる仕組みが必要で、特に未利用間伐材等の

集荷（木の駅プロジェクト等）の取り組みが進んでいない地域では、こうした取り組みを進めていく必要が

ある。このため、地域でのニーズなどを把握するため、森林所有者等へ意向調査を実施した。 

 

【アンケート結果の概要】 

・木の駅プロジェクトの認知度は低く、「知らない」が約 70%であった 

・地域での取り組みに関して、実施を希望している者は約 90%で非常に多かった 

・取り組みが実施された場合の出荷意向は約 60%であり、相当数存在する 

 

木の駅プロジェクトに参加したいが、伐採や搬出技術に不安があったり、取り組みに必要な書類が作れな

いといった意見も多く聞かれたため、仕組みの理解向上を図ることと併せ、前述の不安要素を取り除く活動

として、各地で木の駅プロジェクトの勉強会や仕組みの体験会を実施した。（5回） 

アンケート結果や勉強会等の開催を基に、市町へ働きかけを行った結果、2市町で木の駅プロジェクト等の

実施に向け、本格的に検討していくことで合意が得られた。 

 

今後は、自伐林家等のスキルアップに関する支援の継続や未利用間伐材等の集荷体制を各地に広げていく

ことで、自伐林家の意欲向上を図るとともに、新たな担い手の確保として、農家などによる兼業林業の推進

や特用林産物などの生産と併せた素材生産の取り組みなどを進めていきたい。 
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④ 木育・森林環境教育による県産材利用へ向けた取り組み 

〇これまでの取組と背景 

林業普及指導員として、これまでも「企業の森」活動や、「みえ出前トーク」などを通じて、一般県民に対

して森林や林業の現状を知り地域材を利用することへの理解を深めるための普及活動を行ってきた。また、平

成 26 年に「災害に強い森林づくり」と「県民全体で森林を支える社会づくり」を進めることを目的に「みえ

森と緑の県民税」が導入され、森を育む人づくりを進めていくため、県内各地で「森林環境教育」や「木育」

に関する取組が行われるようになった。 

 

〇「木育」に取り組む意義 

このような中で、「子どもから大人までを対象に、木材や木製品とのふれあいを通じて木への親しみや木の

文化への理解を深めて、木材の良さや利用の意義を学ぶための教育活動である（「平成２６年度森林・林業白

書）より抜粋）。」とされる「木育」に着目し、川下地域で生活するエンドユーザーをターゲットに、様々な

主体と協力して「木育」に関するイベントの開催や、「木育」に関わる木製品の開発の支援をした。 

 

〇取組内容 

＜事例①＞「木育講座」の開催  

小学校の PTA 行事や学童保育所及び児童館の夏休みイベントとして「木育講座」を開催し、約 340 人の園

児や児童及びその保護者が「木育」に対する勉強会に参加したり、丸太切りや木製遊具の体験をした。そ様

子を市町の森林林業関係部署や教育委員会、子育て関連の部署などに紹介した結果、子育て支援センター等

への「もりボール」の導入や、診療所への木製キッズスペースの設置が新たに計画された。 

＜事例②＞林福連携による木製遊具の開発 

専門家の協力を得ながら、高校生がデザインし、福祉施設で加工製造した木材を使用した木製遊具の開発

の支援をした。こうして製造された木製遊具は、来年度より子育て支援センターや子育てサロンに設置され、

乳幼児健診や各種イベントで使用されることになった。 

 

〇取組成果と課題 

「木育」をツールとしたイベントに親子連れをはじめたくさんの県民に木材に触れ、木材について学ぶ機会を

提供することができた。そして、来場者から直接、県産材利用に関する意見や要望を聞くことができ、特に育

て世代の女性や教育関係者の間で「木育」に対する関心が高いことを知ることができた。今後、これらのニー

ズを分析して、消費者のニーズを素材生産や木材製造の現場にフィールドバックしていく必要がある。 

 一方で、「木育」に関する取り組みは日が浅く、今後のこのような活動を展開していくためにも、指導者の

育成が必要と感じた。 

また、従来の林業・木材産業の関係者だけでなく、学生や福祉施設及び地元中小企業といった多様な主体と

協働で製品開発をすることは、利害関係者間の調整に多くの労力を要したが、これまで県産材利用にあまり積

極的ではなかった地域への利用拡大につながった。また、福祉施設と連携することで、新たな雇用を創出する

ことにもつながった。 

今年度は、こういった取り組みに市町職員にも参加を呼びかけ、イベントの様子を伝えるのと同時に県産材

の PR をすることで、公共施設等への木製遊具の購入へと結びつけることができた。今後は、市町の公共施設

等の管理部局へも PR を行い、公共施設等の木造化・木質化へとつなげていく必要があると感じた。 
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（２）地域の課題に対応した活動 

各地域の実情に応じた課題に対応するため、各種の活動を展開した。 

 

① 四日市地域 

【課題】 

森林・林業に対する意識が低く、同時に地域材利用についても認識が低いため、「みえ前トーク」などに

より一般県民の森林整備や地域材利用の意義を伝える。 

【対応結果】 

「みえ出前トーク」や木育講座を児童館や小学校で開催し、幼児から小学生の親子、児童館等職員 339 人

に対して森林整備や地域材利用の意義を伝えた。これらの取り組みにより、児童館等で地域材を使用した木

製玩具の購入やキッズスペースの設置・計画につながった。 

 

② 津地域 

【課題】 

伐期齢に達した林分が増加するなか、林業として循環（主伐～再造林）を進めるためには、適切な獣害対

策とコスト低減が必要となる。 

【対応結果】 

市内において、植栽時期を限定されないコンテナ苗（林業研究所の育苗苗）の試験地設定を行った。今後、

生育状況等を検証し、地域での普及啓発を図る。また、市内の新植地において、シカの行動調査・捕獲につ

いて関係機関と連携し取り組んでおり、調査・捕獲結果等を踏まえて、今後のシカ被害減少へ向けた取組を

支援する。 

 

③ 松阪地域 

【課題】 

素材の流通が円滑に進むように体制づくりを急ぐ必要がある。 

【対応結果】 

中間土場の設置や、流通コーディネート機能の充実について関係者と協議を行ったが、場所の選定、キー

マン、整備費用などの課題が明らかとなった。今年度は成果が得られなかったが、引き続き関係市町と連携

をとりながら検討していきたい。 

 

④ 伊勢地域 

【課題】 

・素材生産量拡大のため、搬出間伐の増加や皆伐を促進する必要がある。また、皆伐後は確実な更新を図る

ため、作業の低コスト化を進めていく必要がある。 

・森林所有者の森林管理への関心を回復するため、気軽に取り組める自伐型林業を促進する必要がある。 

【対応結果】 

・市町や森林組合に呼びかけ検討会を開催し、皆伐の促進等について議論し理解を深めた。 

・管内市町との木の駅プロジェクトの実施に関する検討、森林所有者等を対象にしたアンケート調査や研修

会などを実施した。その結果、度会町において、木の駅プロジェクトの実現に向け、本格的に検討してい

くことで合意が得られた。 

 

⑤ 伊賀地域 

【課題】 

・管内にある原木市場への原木取扱量の低迷による経営不振 

・未利用間伐材の木質バイオマスへの利用量の不振 

・管内における素材生産量の増大 

・ナラ枯れ被害の深刻化 
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【対応結果】 

・林業事業体等への原木市場への出荷量の増大を積極的に働きかけた。減少傾向であった出材量は下げ止まり

となり、例年並みの出材量が確保できる見込みである。 

・未利用間伐材の出材について各関係者に働きかけた。その結果、未利用間伐材の有効利用についての関係者

の意識が高まり、昨年並みの出材量が確保できる見込みとなった。 

・主伐等に取り組む事業体への素材生産の拡大を働きかけると共に造林事業（低コスト造林）等の情報提供

を行った。その結果、1事業体が低コスト造林に取り組むこととなった。 

・ナラ枯れの被害状況については、昨年度に引き続き被害箇所の調査を行うと共に各関係者への情報提供と

一般住民からの問い合わせについて対応した。 

 

⑥ 尾鷲地域 

【課題】 

尾鷲ヒノキの皆伐が盛んであるため、今後、造林未植栽地の増加が懸念される。 

【対応結果】 

架線集材実施箇所では、獣害防止柵を同時に運ぶことが行われるようになってきている。管内では、チュ

ーブ苗による植栽が盛んであるため、苗木の運搬植栽も同時に施工できないか、一貫作業について意見交換

会を開催した。現状では、伐採業者と造林業者の連携ができておらず実行が難しいところであるが、造林の

低コスト化および植栽の一貫作業についての問題点についての共通認識を持てた。 

 

⑦ 熊野地域 

【課題】 

林業従事者の後継者が不足しているため、職業選択のひとつとして林業が出てくるように、農業などとも連

携して森林・林業をより身近に感じられる事を意識して活動を実施する。 

【対応結果】 

熊野材推進協議会主催の熊野サミット 2016（参加者約 100 人）を後援し、林業のみならず地域で活動して

いる団体や熊野地域をフィールドとして活動している各大学との接点ができた。その１つとして学童保育の

団体から子ども向けの森林・林業に関わる活動ができないか相談があり、団体が管理している農場において、

きのこの栽培や森林づくりの実施に向けて協議をしている。 

 

（３）県産材の需要及び供給の拡大 

① 公共施設等への県産材の利用促進 

県産材の需要拡大に向けて、公共施設等における県産材利用の働きかけを行った。 

 

 福祉施設と応用デザイン科の高校生及び鈴鹿市と連携して、専門家のアドバイスの元、新生児用木製

遊具の開発に取り組み、開発された木製遊具が、来年度より鈴鹿市子育て支援センター等に導入され

る計画ととった。【四日市】 

 川越町における県産材を利用した公共施設の木質化及び備品の購入について現地検討会を開催し、来年度

に新たに公共施設等へ木製品の備品が導入される計画となった。（川越中学校等川越庁内の公共施設６か

所・１回（6月 24 日）・川越町職員 11 人）【四日市】 

 市町に対して公共施設の木質化への働きかけを行い、桑名市の子育て支援施設等に木製遊具が導入される

ことが計画された。（７回：桑名市(2 回)、いなべ市(2 回)、四日市市(1 回)、亀山市(1 回)、鈴鹿市(1 回)）

【四日市】 

 「企業の森」活動企業に対し、事例集を使って県内の木造建築物の紹介と木材の利用について検討していた

だくよう働きかけをおこなった。結果として木材の使用には至らなかったが、一定の関心は得られたと思わ

れる。（３企業）【松阪】（１企業）【伊勢】 

 市の公共施設等を担当する部署に関連する情報の提供を行った。（伊賀市、名張市、各１回、２人）【伊賀】 

 公共建築物等木材利用促進法について２市及び事業体へ情報提供等を行った。（伊賀市、名張市、事業体、
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「間伐・間伐材出荷」体験研修

会～「木の駅プロジェクト」出

荷作業体験～（12/17） 

自伐林家等15人 木の駅 PJ 等の講義、間伐体験（チェーンソーを使った

伐倒、造材、枝払い）、木材重量計測体験（トラックス

ケールを使った搬出木材の重量計測）を実施した。 

【伊勢】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 1回】 

森林・林業の基礎知識（8/6） 

受講者 7人 開講式のあと、森林・林業の基礎知識、林業労働安全等

の座学                【本庁、津】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 2回】 

刈り払い機操作体験（8/20） 

受講者 8人 下刈りの基礎知識、刈払機の基礎知識・操作実習・点検

整備等の実習               【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 3回】 

測量体験、木工体験（9/3） 

受講者 7人 コンパス測量体験、木材加工体験等     【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 4回】 

高性能林業機械操作体験（9/17） 

受講者 7人 高性能林業機械等（ハーベスタ、フォワーダ、グラップ

ル）の操作体験              【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 5回】 

植栽体験（10/1） 

受講者 6人 苗木植栽・獣害防護チューブの設置等の作業体験 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 6回】 

チェーンソー操作体験（11/5～6、2日間） 

受講生延べ12人 チェーンソーの基礎操作体験 

イオン株式会社・NPO 法人みやがわ森選組・県の連携す

る「森つなぎプロジェクト 2016」に合流して開催。 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 7回】 

伐採現場・施設見学（12/10） 

受講生 7人 皆伐現場とバイオマス発電所施設の視察 

森つなぎプロジェクト 2016 との合同開催 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 8回】 

原木シイタケ栽培体験（1/21） 

受講生 5人 シイタケ用原木の玉切り・積み込み作業とシイタケの菌

打ち体験 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業体験コース【第 9回】 

木の駅プロジェクト（2/18） 

受講生 6人 NPO 法人もりずむが主催する「木の駅白山」で、木の駅

プロジェクトについて学ぶ 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業リーダー育成コース【第 1 回】 

持続可能な森林管理（7/26） 

受講生 10人 記念講演「持続可能な森林管理とは」 

（元）森林総合研究所 藤森 隆郎 氏 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業リーダー育成コース【第 2 回】 

林業経営（8/26） 

受講生 8人 講義：林業経営について 

速水林業 速水 亨 氏 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業リーダー育成コース【第 3 回】 

林業イノベーション（9/9） 

受講生 8人 講義：林業イノベーション－新たな技術と人材活用－ 

京都大学 長谷川 尚史 准教授 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業リーダー育成コース【第 4 回】 

起業・ベンチャー（9/30） 

受講生 10人 講義：山村での企業・情報発信・都市住民との交流 

(株)東京チェンソーズ 青木 亮輔 氏 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業リーダー育成コース【第 5 回】 

木材利用・マーケティング（10/28） 

受講生 8人 講義：木材利用とマーケティング 

野地木材工業(株) 野地 伸卓 氏 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業リーダー育成コース【第 6 回】 

神宮宮域林の管理（11/11） 

受講生 9人 講義：神宮宮域林の管理経営 

神宮司庁営林部 山本 祥也 氏 

【本庁】 

林業講座「もりびと塾」 

林業リーダー育成コース【第 7 回】 

農山村・地域づくり（11/25） 

受講生 8人 講義：農山村のコミュニティビジネスと地域づくり 

岐阜県立森林文化アカデミー 嵯峨 創平 教授 

【本庁】 
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企業の森 

楽天(株) 

H28.12.9 菰野町 本社担当者 現地案内 3人 

企業の森 

NTN(株)桑名製作所 

H28.3.18 

（予定） 

桑名市 企業の森活動（植林及び歩道整備

）の支援 

50人 

企業の森 

トヨタ車体(株) いなべ工場 

H28.3.19 

（予定） 

いなべ市 企業の森活動（植樹・木工教室・

きのこ菌打ち）の支援 

90人 

企業の森 

AGFグループ 

H28.3.25 

（予定） 

亀山市 企業の森活動（森林整備及び歩道

整備）の支援 

90人 

企業の森 

(株)百五銀行 

H28.4.15 津市 「百五の森・芸濃」において植樹

活動 

新入社員92人 

企業の森 

生活協同組合コープみえ 

H28.6.19 津市 「コープみえの森」において下刈り

活動 

110人 

企業の森 

損保ジャパン日本興亜(株) 

H28.10.1 津市 「損保ジャパン日本興亜ふれあいの森」

において、下草刈り、記念植樹活動 

56人 

企業の森 

清水建設（株） 

H28.4.10 松阪市 広葉樹林の整備 社員と家族 60人 

企業の森 

シャープ（株）三重工場 

H28.5.14 多気町 広葉樹林の整備 社員と家族 50人 

企業の森 

清水建設（株） 

H28.5.29 松阪市 広葉樹の整備、ほか 社員と家族 60人 

企業の森 

住友理工（株） 

H28.6.12 松阪市 竹林伐採 社員と家族 50人 

企業の森 

清水建設（株） 

H28.9.25 松阪市 広葉樹林の整備 社員と家族 40人 

企業の森 

東邦ガス（株） 

H28.10.15 大台町 広葉樹の植栽 社員と家族 25人 

企業の森 

シャープ（株）三重工場 

H28.10.22 多気町 広葉樹林の整備、丸太切り体験 社員と家族 60人 

企業の森 

住友理工（株） 

H28.10.23 松阪市 間伐 社員と家族 80人 

企業の森 

清水建設（株） 

H28.10.30 松阪市 広葉樹林の整備 社員と家族 50人 

企業の森 

エレコム（株） 

H28.4.9 志摩市 マツ等の植樹指導 社員 40人 

企業の森 

横浜ゴム（株） 

H29.3.8 大紀町 間伐等の指導 社員 42人 

企業の森 

(株)LIXIL 

H28.5.28 伊賀市 植栽、パッチディフェンスの設置

等の支援 

社員他 100人 

 

企業の森 

(株)LIXIL 

H28.10.22 伊賀市 間伐、パッチディフェンスの設置

等の支援 

社員他 102人 

企業の森 

三重中央開発(株) 

H28.5.8 伊賀市 森林整備等の支援 社員他 150人 

企業の森 

三重中央開発(株) 

H28.11.6 伊賀市 森林整備等の支援 社員他 135人 

企業の森 

北越紀州製紙(株) 

H28.11.26 紀宝町 

鵜殿 

森林内に侵入した竹の伐採 北越紀州製紙社員、紀

宝町役場職員 計19人 

 

 

 

 

 








